







































































も の が 含 ま れ る。岡 本
（2012）は、川勝が示す多様
な関西形式をⅠからⅤまで















Ic B0、B1 3 宝8、宝5a、宝5b




14 ▲ △ 宝13、宝17、宝19等
III A3 A0 4 ■ □ 宝12、宝14、宝39 （※4）





















































域のベンチマークとして設定した 7 基については、A1 ～A7 を併記する。表
2 の末尾には比較のために、鎌倉時代（1293年）造立の奈良・円福寺北塔を加
えた。図 5 は表 2 に掲載した和歌山県の宝篋印塔の分布を示したものであ
図5　和歌山県の宝篋印塔分布図
　    　図中の数字は表 2 に整理した各宝篋印塔のNo.を示す。

































































































31 A3 Ia 弥勒寺 湯浅町吉川
無銘
1050 町
32 Ia 宗祇屋敷a 有田川町下津野 950
33 Id 安生寺 有田市糸我町中番 947
34 Ia 宗祇屋敷b 有田川町下津野 943
35 Ia 岩淵観音寺 広川町下津木岩淵 834
36 Ia 梵光寺 田辺市和田 695
37 Ia 来迎寺 日高川町大字土生 673
38 Ia 下阿田木a 日高川町皆瀬 660
39 III 若宮八幡宮 有田川町奥 619
40 Ia 初湯川 日高川町初湯川 595
41 Ia 藤野川 日高川町藤野川 592
42 Ia 下阿田木b 日高川町皆瀬 585
43 Ia 串本薬師堂 日高川町串本 580
44 Ia 西光寺 田辺市下川下 572
45 Ia 宗祇屋敷c 有田川町下津野 560






























を0.02間隔で破線で示してある。図 7 を見ると、宝40の 1 基を除く全てでγが
1 以上で製作されている。これは基礎幅が笠幅より広いもしくは同等の方が
デザイン的にも構造的にも安定すると石工たちが判断したものと推定される。

















































































切片 1666.924 26.320 1.33818E-14
X1（BW/3H） －508.340 －3.500 0.0029655
X2（3H） －0.05076 －3.662 0.0021032
表4　重回帰分析による造立年の推定結果
説明変数 目的変数 Δ残差 判定
No. タイプ 名称 BW/3W 3H 紀年銘 推定年 年 % ≦0.7%
1 Ia 箸折峠 0.435 920 1315 1399.2 84.2
2 Ia 雲雀山 0.500 1195 1343 1351.9 8.9 0.66 ○
3 Ib 野田 0.491 2015 1346 1312.5 ‒33.5
4 Ia 施無畏寺（大） 0.486 1255 1351 1356.1 5.1 0.38 ○
5a Ic 西行妻娘 0.473 911 1372 1380.2 8.2 0.60 ○
5b Ic 西行妻娘 0.498 863 1372 1370.0 ‒2.0 0.15 ○
6 Ia 奥 0.480 1105 1373 1367.0 ‒6.0 0.44 ○
7 Ia 称名寺 0.469 875 1376 1384.3 8.3 0.60 ○
8 Ic 小峯寺 0.469 1067 1379 1374.4 ‒4.6 0.34 ○
9 Ia 施無畏寺（小） 0.461 823 1381 1391.1 10.1 0.73 ×
10 Id 成福寺 0.474 1145 1387 1367.7 ‒19.3 1.39 ×
11 Ia 善国寺 0.455 736 1386 1398.2 12.2 0.88 ×
12 III  板尾阿弥陀堂 0.466 642 1392 1397.5 5.5 0.39 ○
13 II 岸小野地蔵寺 0.423 1100 1389 1396.1 7.1 0.51 ○
14 III 由良専福寺 0.451 631 1396 1405.6 9.6 0.69 ○
15 Ia 筏立遺跡 0.449 769 1399 1399.8 0.8 0.06 ○
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16 Ia 滝尻王子 0.438 845 1399 1401.4 2.4 0.18 ○
17 II 楠本 0.461 581 1401 1403.1 2.1 0.15 ○
18 Ia 高津尾中本 0.446 668 1415 1406.3 ‒8.7 0.61 ○
19 II 天野大念仏 0.467 700 1416 1394.0 ‒22.0 1.55 ×
20 Ia 高津尾広瀬 0.443 778 1420 1402.2 ‒17.8 1.25 ×
31 Ia 弥勒寺 0.465 1050 1377.4
32 Ia 宗祗屋敷a 0.479 950 1375.2
33 Id 安生寺 0.475 947 1377.4
34 Ia 宗祗屋敷b 0.493 943 1368.5
35 Ia 岩淵観音寺 0.441 834 1400.4
36 Ia 梵光寺 0.460 695 1397.8
37 Ia 来迎寺 0.475 673 1391.3
38 Ia 下阿田木a 0.508 660 1375.2
39 III 奥若宮八幡宮 0.452 619 1418.6
40 Ia 初湯川 0.429 595 1405.1
41 Ia 藤野川 0.456 592 1402.4
42 Ia 下阿田木b 0.462 585 1405.2
43 Ia 薬徳善寺 0.457 580 1406.6
44 Ia 西光寺 0.455 572 1402.6
45 Ia 宗祗屋敷c 0.464 560 1401.7









































8 ・ 9 ）。このことから、宝2は設計的な変換点に位置している可能性があり
今後の検討課題と考える。
2 つ目は、 2 組の双塔の共通性についてである。上天野西行宝篋印塔対（宝
5a、宝5b）と宗祇法師屋敷跡宝篋印塔対（宝32、宝34）は前者は塔身に像容を
刻み、後者は種子を刻むというように、見た目はまったく異なり、設置場所
























































4） この 3 基を対象外とするのは以下の理由による。まず、宝Sは奈良県であること、宝
S・宝1は共に鎌倉時代の造立であることによる。宝3を除外したのは、無銘の宝篋印
塔の分布と重なると予想される19基の分布からはかけ離れた高さのため、回帰式に過
大な影響を及ぼすためである。
5） 分析精度の評価方法については、菅（2013: 121‒130）を参考にした
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宝5a、宝5b：上天野西行妻娘
（Ic、1372年、911mm　863mm）
参考写真1　西行妻娘と宗祇屋敷跡のツイン宝篋印塔
　　　　    　（　）内は（タイプ、造立年、3H高さ）を示す。2017年筆者撮影。
宝32、宝34、宝44：有田川町宗祇屋敷跡
（Ia、無銘、950mm　943mm　560mm）
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参考写真2　紀年銘の有る宝篋印塔群
　　　　    　IVタイプ及び『和歌山地方史研究73号』記載のものは除く。2017年筆者撮影。
宝2：有田市雲雀山
（Ia、1343年、1195mm）
宝3：有田川町野田
（Ic、1346年、1993mm）
宝10：和歌山市成福寺
（Ic、1385年、1145mm）
宝12：板尾阿弥陀堂
（III、1392年、642mm）
宝8：橋本市小峯寺
（Ic、1379年、1067mm）
宝13：紀の川市地蔵寺
（II、1389年、1100mm）
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（Ia、1415年、668mm）
宝17：有田川町楠本
（II、1401年、581mm）
宝20：高津尾広瀬
（Ia、1420年、778mm）
参考写真3　紀年銘の有る宝篋印塔群 その2
　　　　    　2017年筆者撮影。
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